なあるほど、いろんな仲間を次から次へと呼んでくるから『浮気』なんだな……なんて、
感心してる場合じゃなかった!ヤツらが、いっせいに飛びかかってきたのだ!
あわてて身をかわすが遅く、あっという間に全身アザだらけ(HPマイナス5)。ぼくは、
必死の思いでジッパヒトカリゲたちを倒し、浮気なダイスに向かってバットを繰り出した。
パッコくへくン〓この一撃で、敵はあっけなく倒れた。バットに叩かれ大きくふつ
とんだ浮気なダイスは、土の山の上にポテッと転がる。すると、土は、みるみるうちに浮気
なダイスの体を飲みこんだ。そして、ぽいっ!と何かを吐き出す。鈍く光る銅の色をした
それは、草原の模様が彫りこまれた、大地のペンダントだった。ぼくはそれを大事にしまう
と、四つ角に向かって歩きはじめた。
〓『大地のペンダント』を入手した。アイテムリストにチェックして…389ヘ
380へ
2o8
さっそく1万ドルを持ってトンズラブラザーズ-略してトンズラさんたちを訪ねた。
「イヤッホー。これを劇場主に叩き返せば、オレたちは自由の身だ!ありがとうよ、ネス!」
「よーし、オレたちのトラベリング・バスに乗りな、ネス、ポーラ。スリークまであっとい
う間に連れて行ってやるぜ!」
言われるままに乗りこむと、バスはすぐに動き出した。

